
 

ＪＲ東労組横浜地本青年部情報 
 

 

 

第１８号              発行責任者 江村亜登夢 
２０２４年 ８月 ５日発行     編 集 者 教 宣 部 

 

 

 

 

 

 

ヒロシマ原爆投下から８月６日で７９年を迎えます。

夏の暑い日差しが照り付ける中、７９年前の１９４５年

８月６日午前８時１５分ごろ、ヒロシマの上空に世界で

初めて原子力爆弾が投下され、一瞬にしてヒロシマの地

を焼き尽くし、そこで生活をしていた住民までもが多く

犠牲となりました。また、８月９日には長崎にも原子力

爆弾が投下されています。 

ＪＲ東労組青年部ではこの間、戦争の悲惨さや原爆の

恐ろしさを「ヒロシマ平和研修」や「沖縄平和研修」な

どを通じて学んできました。戦争で犠牲となるのは労働

者や女性、子どもやお年寄りなど、いつも弱い立場にある人たちです。何の罪もない

人たちが戦争によって真の目的を果たすために、権力者によって一方的に武力を行使

され、尊い命が一瞬にして奪われてしまいます。また原

子力発電＝原子力爆弾ということもこの間の平和研修を

通じて学んできました。 

 世界で唯一の被爆国であり、かつ東日本大震災で原子

力発電所事故があったにも関わらず、原発再稼働の問題

や「原則４０年、延長２０年」を超えて原発を運転でき

るようにするための法改正もされました。 

 戦争の真実を学んだ私たちが、二度と同じ過ちを繰り

返さないためにも職場の仲間と議論し、核兵器も戦争も

ない平和な社会をめざすために、青年部から議論してい

きましょう！ 
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